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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 年度末に担当したマニュアルを各自で５月20日までに部門ホームの「マニュアル2005」フォルダに入れて下さい。入力できていないスタッフには理由確認します。（５月23日朝、主任が確認します）

· 各自ｗizの個人情報に早急に入力してください。５月22日まで

· 山下　拓也様～本日眼鏡屋に来ていただき、新しく作り直しています。

· 和田　　昌様～本日15時より、県精神保健福祉センター職員と退院請求に関する話し合いを　　　

する予定です。

＜注目患者様について＞

· 庭野　弘樹様～５月１７日入院　入院時より終日隔離。昨日より、終日隔離から２１時～８　　

時までの時間隔離に変更になりました。本日時間隔離開放後、ずっとホール

で立ってテレビをみている事あり、声掛けに「和室での生活だったので椅子

に座りずらい」とはなしています。テレビについて尋ねると「テレビが自分

のことを言っている様で見れない」と話しています。

評価）　・夜間の睡眠はとれています。

・食事は摂れています

・昨日は落ち着いて入浴しています。

・服薬の拒否はありません。

　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　終日隔離から時間隔離になり環境が変化し刺激が多くなるので本人がどのよ

　　　　　　　　　うに変化するのか観察していきましょう。

　　　　　　　　　本人より便秘の訴えあり主治医に情報提供しています。

　　　　　　　　　入院前のテレビに関する異常体験について、本人へ尋ねていきましょう。

　　　　　　　　　症状の変化をキャッチして行きましょう。

＜新入院患者様について＞

・ 野里　朝子様～５月19日入院　　主治医：安ヶ平先生　PSW：泉

 　　  　　　　　 昨日は、食事服薬にたいし拒否あったが再三の声掛けで摂ることできています。今日は布団をかぶり「地震があって怖い」「何もいりません、食べたくないです」と食事、服薬強く拒否されています。発汗多量にあり水分摂取促しにて拒否なく飲水しています。主治医指示にてリントン１/２Ａ筋注施行しています。主治医より食事が摂れない様であれば点滴療法も考えて行くとの事です。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　日課、服薬の拒否みられても時間をおいて根気強く介入していくようにしましょう。排泄面の観察も忘れないようにしていきましょう。

　　　　　

· 若松三次郎様～本日１１時入院（合併症室）　主治医：安ヶ平先生　　PSW：高田

　　　　　　　　　日赤病院で心臓疾患の治療を行ない、状態安定。他患者のベットに入ったり

　　　　　　　怒鳴ったり、夜間徘徊したりし、対処困難の為認知症の治療目的の為入院と

　　　　　　　なっています。入浴可。家族洗濯です。他科薬（内科）のみ精神薬は処方さ　　

　　　　　　　れていません。フランドルテープ持参。毎日１０時交換です。リハビリパンツ使用。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

観察ポイント）　・全身状態の観察

　　　　　　　　　・食事摂取量、摂取状況（むせ込み、流延）

　　　　　　　　　・精神症状の観察（徘徊、他室への進入等）

　　　　　　　　　・歩行状態の観察（ふらつき、転倒）

　　　　　　　　　・排泄（失禁、トイレ誘導）

　※目配り・気配りをしてケアをしていきましょう。

　　　　　　　　　　

＜作業療法室より１週間の報告＞

· 中村　兼男様～５月17日より作業療法導入となっています。初日は、作業の声かけに拒否あ　　　

りましたが、促しにてボンボン作りをスタッフと行なっていました。昨日は、作業をすすめるも拒否あり、動物の図鑑を見て過ごしていました。本日は、作業に拒否し、「物を作るのは好きじゃない」と話し見学しています。スタッフからの声かけに、家族に対する不満や帰宅要求、「身内で首をつって死んだ人がいる。自分も首をつって死ぬ」と話す事あります。作業に対する拒否があった場合は、無理をせず見学していただき、生活リズムを整えていく事を目標に離床する事からはじめていきたいと思っています。

· 平　　義美様～５月17日より作業療法導入となっています。

　　　　　　初日は、足が痛いと拒否。本日は、散歩しましょうと声かけスッタフと一緒

　　　　　　　に作業室にいかれていますが、一週して帰ってきています。

　　　　　　　無理をせず生活リズムを整え、今の能力維持を目標に離床する事からはじめ

　　　　　　　　ていきたいと思っています。

· 坂　　貢　様～今週は、作業室に来てすぐ頭痛や歯痛を訴えて病棟へ戻り、終了前に戻って　

来られています。病棟に戻る事なく最後までいれるように声かけ、対応して

しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 寺地利代子様～自分で作った帽子をお母さんに見せたいと話しています。本人見かけたら、　　　　　　　

「帽子作ったんだって」と声かけしてください。

＜業務について＞

　今年度の事業計画でもある環境整備と業務改善の課題のひとつである入浴業務について意見交換しています。

· 入浴では、入浴担当者だけにまかせてないか。

· 疥癬予防のためにも、毎日掃除機をかけて拭き掃除をしたほうが良いと思う。

· 換気も大切なので、実行できるようにしたい。

· 使った物を出しっぱなしにせず、その都度片付けて欲しい。

· 環境整備の主体は、病棟スタッフであるという認識をもって欲しい。

· 入浴日は、担当でなくてもお互いに協力しあっていきたい。

· 入浴は、患者様にとって大事な日課であると思う。その日課を気持ち良く行なってもらう為にもスタッフみんなの協力が大切だと思う。

· 自分もきちんと環境整備されたところで生活したいと思う。

※具体的に入浴や環境整備について業務改善に取り組んでいきたい。そのためにもスタッフみんなの協力が必要です。













